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新IRDBについて

基本方針
• JPCOARスキーマ対応

• バリデーション・正規化の充実

• 業務担当者向け機能の実装

• 現在提供している機能の踏襲

2017年度JPCOARスキーマ説明会
「IRDBへの適用について」より
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junii2を変換
検証
正規化

①各機関リポジトリからメタデータ
（junii2またはJPCOARスキーマ）を
ハーベスト、検証（バリデーショ
ン）及び正規化した上で JPCOARス
キーマでIRDBに集約

②各種のサービスに適したメタデータ
（junii2、JPCOARスキーマ等）を流通
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など

ハーベスト

図書館員

JPCOARスキーマ対応
• JPCOARスキーマに対応することにより、質の高いメタデータが収集可能。
• 収集（ハーベスト）したメタデータの検証（バリデーション）や正規化を
行うことにより、できる限り精緻かつ誤りのないデータを収集し提供する
ことで、国内外の学術情報流通環境の向上に資する。
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JPCOARスキーマ対応のまとめ

• 新IRDBは当面junii2によるハーベストも継続し、
内部でJPCOARスキーマに変換して格納する。

• 全体としては、新IRDBによるjunii2⇔JPCOARス
キーマ変換はうまく行うことができている。ただ
し「著者」の項目はjunii2とJPCOARスキーマの
マッピング関係により自動変換に制限がある。

• 「著者」 に関するjunii2からJPCOARスキーマに
変換した具体例は６～８ページの通りである。
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junii2からJPCOARスキーマへの
変換について（JAIRO Cloud）

現行JAIRO Cloudの詳細画面 新IRDBの詳細画面

• OAI-PMHで「著者別名」が出力されていないため変換され
ていないが、他の項目はうまく変換できている。
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junii2からJPCOARスキーマへの
変換について（JAIRO Cloud以外）

JAIRO Cloud以外の詳細画面 新IRDBの詳細画面

• 「著者」以外の項目はうまく変換できている。機関リポジト
リ側でJPCOARスキーマに対応すれば、著者も新IRDBできれ
いに表示される。
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JPCOARスキーマで出力された場合
• 新IRDBで「著者」もきれいに表示される。
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バリデーション・正規化の充実

レコードエラー（アイテムが登録されない）

1. NIItype 約7,700件
• 語彙に存在しないNIItype（4,000件超）
• NIItype要素がない（約3,700件）
上記とは別に、特定の機関でNIItypeが設定されていないエラーが
約7,500件発生している。

2. 博士論文情報 約1,300件
• 学位授与番号がない、または形式不正（約1,000件）
• 学位名、学位授与機関、fullTextURL要素がない（若干数）
• NIItype=Thesis or Dissertationではない（若干数）

4～6月の全件新規ハーベストにおいて、約500機関、
160万件弱のアイテムをハーベストした時点における
エラーを分析した結果



レコードエラー（アイテムが登録されない）

3. 必須要素がない（NIItype以外） 約650件
• URI要素がない（約350件）
• タイトル要素がない（約300件）

4. JaLC DOI 約30件
• NIItype と ra属性の組み合わせエラー（約20件）
• selfDOIの重複（若干数）
• 開始ページがない（若干数）
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バリデーション・正規化の充実
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バリデーション・正規化の充実
項目エラー
（エラーが出ている項目を除き、アイテムは登録される）

1. 識別子 約28,600件
• NCID形式不正 （約9,500件）
• ISSN形式不正
桁数・文字種不正（約9,000件）
チェックデジットエラー（約3,500件）

• ISBN形式不正
桁数・文字種不正（約800件）
チェックデジットエラー（約100件）

• DOI（出版社版）形式不正（約2,700件）
• NAID形式不正（約2,000件）
• PMID形式不正（約1,000件）
• 医中誌ID形式不正（約30件）

識別子以外の記述
（余分な文字）、2つ
以上の併記などが多い。
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バリデーション・正規化の充実
項目エラー
（エラーが出ている項目を除き、アイテムは登録される）

2. 日付（日付、刊行年月、学位授与年月日） 約9,000件
• 入力形式がYYYY-MM-DD, YYYY-MM, YYYYのどれに
も当てはまらない

（YYYYMMDDをYYYY-MM-DDに変換するなど、正規化
処理を行っているが、正規化できなかったものだけがエ
ラーとなる。）
• 存在しない月日（2月30日など）
• 和暦、範囲記入など
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バリデーション・正規化の充実
項目エラー
（エラーが出ている項目を除き、アイテムは登録される）

3. 収録誌情報 約8,800件
• 巻が32桁を超過している（約8,800件）
（うち、 8,500件が特定の機関によるエラー）

• 号が32桁を超過している（約60件）

4. 主題 約7,000件
• NDC形式不正（約7,000件）
• NDLC形式不正（約70件）
• デューイ十進分類法形式不正（若干数）
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バリデーション・正規化の充実
項目エラー
（エラーが出ている項目を除き、アイテムは登録される）

5. 版に関する情報 約400件
• 異版である、異版あり・・・各種 URI形式不正

6. その他 若干数
• fullTextURLの形式不正
• textversionが語彙にない
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バリデーション・正規化の充実
ワーニング（データはそのまま登録される）

• 日付
1900 <= YYYY <= システム年+5ではない（約40件）

• 刊行年月
0 <= YYYY <= システム年+5ではない（約160件）

• 学位授与年月日
1880 <= YYYY <= システム年+5ではない（若干数）
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バリデーション・正規化の充実
項目変換（変換後の値が登録される）

1. 制限文字数超過（超過部分削除） 約11,200件
• 主題（64文字）（約11,000件）
• 寄与者（512文字）（約200件）
• 作成者（512文字）（若干数）
• フォーマット（100文字）（若干数）

2. 言語コード変換（未定義の言語コードを削除）若干数
• タイトル（約80件）
• その他タイトル（若干数）
• 著者（若干数）
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バリデーション・正規化の充実

学術機関リポジトリデータベースサポート
https://support.irdb.nii.ac.jp/

ハーベスト仕様－ junii2仕様－エラーチェック・正規化仕様
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/junii2/mapping

ハーベスト仕様－ junii2仕様－エラーチェック解説
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/junii2/validation

ハーベスト仕様－ JPCOAR仕様－エラーチェック・正規化仕様
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/jpcoar/mapping

ハーベスト仕様－ JPCOAR仕様－エラーチェック解説
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/jpcoar/validation

• 登録できなかったアイテムは業務担当者向けページとサ
ポートページをご確認いただき、バリデーションによる
エラーの修正をお願いしたい
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４～６月の全件新規ハーベストが
できなかった機関への対応

• 現行IRDBは、XMLの形式チェックを行っていなかったが、新
IRDBは階層構造となるため、バリデーションチェックを行う。

• ４～６月の全件新規ハーベストの結果、<record>タグや
<junii2>タグが出力されていない機関リポジトリが79機関あり、
NII側の調整では解決できないため、今後、個別に連絡を取って
対応を依頼する。

• 上記の事情から、現行IRDBを並行稼働させるものとし、2018年
10月の新IRDB開始時点においては、現行IRDBから新IRDBに
ハーベストを行い、2019年3月末まで暫定対応する。

• 該当機関は現行IRDB終了後にハーベストできなくなるため、可
能な限り早期に修正いただき、新IRDBで機関リポジトリから
ハーベストできるように対応をお願いしたい。
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業務担当者向け機能

• 「マイコンテンツ」をクリックすると自機関のハーベスト
されたメタデータを検索できる。

1. ハーベストされたメタデータの検索
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業務担当者向け機能

• 「メッセージ」を「あり」に変更して検索する。
2. ハーベストされたメタデータの検索（エラー内容の確認）

学術機関リポジトリデータベースサポート
https://support.irdb.nii.ac.jp/

詳細はサポートページでご確認いただきたい
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業務担当者向け機能
2. ハーベストされたメタデータの検索（エラー内容の確認）
• エラーになったメタデータの詳細を確認できる。



JPCOARスキーマ説明会 22

業務担当者向け機能

コンテンツ統計（ユーザ）画面

※「コンテンツ統計（全体）」も同じ
画面イメージ

• 「コンテンツ統計（ユーザ）」をクリックすると自機関の
統計情報を確認できる。

3. 統計情報
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業務担当者向け機能

ユーザ情報画面
ユーザ情報編集画面

• 「ユーザ情報」をクリックすると自機関のハーベストに
関する情報を確認できる。

4. ユーザ情報確認
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現在提供している機能の踏襲

スマートフォン版検索画面

• JAIROと現行IRDBを統合し、JAIROと現行IRDBは2019年
3月末に終了。JAIROの検索機能は新IRDBに継承。

新IRDBの公開機能
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現在提供している機能の踏襲

検索結果画面

• 検索後に左側のメニュー（資源タイプ、出版タイプ、言語、
機関）でさらに検索結果を絞り込むことができる。

新IRDBの公開機能
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現在提供している機能の踏襲

詳細画面

• 詳細画面では、JPCOARスキーマで格納されているメタ
データが表示される。

新IRDBの公開機能
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新IRDBに関するFAQ

新IRDBに関するFAQは以下のWEBサイトに掲載
しています。

FAQ | 学術機関リポジトリデータベースサポート
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/faq

今後、お問い合わせいただいた内容を拡充して
いきます。
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新IRDBに関するお問い合わせ

新IRDBに関するお問い合わせは以下のWEBサイト
のお問い合わせフォームからお願いいたします。

問い合わせ | 
学術機関リポジトリデータベースサポート
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/form/contact



ご清聴ありがとうございました
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